
専門科目履修モデル３「文学コースで近代文学を研究する」 

学年 １年次 単位 ２年次 単位 ３年次 単位 ４年次 単位 取得単位 卒業必要単位数 

必修科目 大学での国語力 ２ 日本文芸史ⅠＡ・Ｂ ４   卒業論文 ８ ３０単位 ３０単位 

日本文芸学概論Ａ・Ｂ ４ 文学概論Ａ・Ｂ ４     

日本言語学概論Ａ・Ｂ ４ 日本文芸史ⅡＡ・Ｂ ４     

選択必修科目 ゼミ   ゼミナール ４ ゼミナール ４   ８単位 ８単位 合計

３８

単位

以上 

特講 (7)近代Ａ・Ｂ ４ (4)近世Ａ・Ｂ ４ (12)詩歌Ａ・Ｂ ４   ２４単位 ２４単位

以上３２

単位以下 

  (6)現代Ａ・Ｂ ４ (13)児童文芸Ａ・Ｂ ４   

  (9)表現Ａ・Ｂ ４     

選択科目 ゼミナール入門 ２   日本文芸批評史Ａ・Ｂ ４   ６単位  

    メディアと社会 ２   

コメント 「大学での国語力」は、調査力・表現

力などを鍛えるために必須の授業で

す。また、「日本文芸学概論Ａ・Ｂ」

と「日本言語学概論ＡＢ」は、３年次

までに履修しないと４年次に進級で

きない基礎的な科目です。ぜひ１年次

のうちに履修しましょう。選択必修科

目の「特講」は12単位分まで履修で

きます。興味のある「(7)近代Ａ・Ｂ」

と別の特講を自由に組み合わせて履

修しましょう。また、「ゼミナール入

門」は、2年次からの「ゼミナール」

履修のための準備となる授業です。履

修することを推奨します。 

 ２年次からは選択必修科目の「ゼミ

ナール」がはじまります。１年次の秋

に行われるゼミ選抜によって所属ゼ

ミが決まり、それによって所属コース

が決定されます。文学コースに所属す

ると、各コース共通の「日本文芸史Ⅰ

Ａ・Ｂ」以外に「文学概論Ａ・Ｂ」と

「日本文芸史ⅡＡ・Ｂ」が必修科目と

なります。文学を通史的・俯瞰的に学

ぶ授業です。履修しないと卒業できな

い科目なので、2年次のうちに履修し

ておきましょう。特講ではゼミナール

での研究に生かせるよう、近代と隣接

する時代の科目や内容として関連の

深い科目を選ぶことができます。 

 順調に履修できていれば３年次に

はゼミナールでの学習も２年目とな

り、卒業論文で研究したいテーマも次

第にはっきりしてきます。ただ準備が

整わないまま論文に取りかると思わ

ぬ苦労を強いられます。３年次には論

文の内容に直接関係ないと思われる

科目にも興味をもって視野を広げ、こ

れまで学んできたことを有機的に結

びつけられる客観的な視点を獲得す

ることを目指しましょう。もちろん特

講もそうですが、様々な視点から日本

文学にかかわる内容をあつかった科

目がならぶ選択科目には、一期一会と

なるような科目が待っています。 

 ４年次には、大学で学んできたこと

をすべて生かして書かなければなら

ない、卒業論文に取り組みます。論文

はとくにゼミナールでの研鑽が問わ

れるので、１年次から履修できる必修

科目以外にゼミナールの単位が４単

位以上取得できていないと、４年次に

は進級できません。一方で卒業必要単

位数を計画的に満たしていれば、４年

次には好きな科目、学んでおきたい科

目が比較的自由に履修できます。日文

科以外の専門科目も自由科目で履修

できるので、大学でしか学べないこと

を最後まで大事にして時間割を計画

しましょう。 

 日文科の専門科目では、上に

挙げた必修科目と選択必修科

目、選択科目以外に自由科目を

８単位以上履修する必要があり

ますが、取得単位で注意しなく

てはならないのは総単位数で

す。必修科目や選択必修科目等

の必要単位数を満たしていて

も、総単位数で卒業必要単位数

を満たしていないことがありま

す。「〜単位以上」となってい

る科目に気をつけて、とくに４

年次には必要単位数だけでな

く、総単位数に注意して履修し

てください。 

odamasa
タイプライターテキスト
学部専門科目は、１，２年次の履修上限が42単位なので、ここに記載されている２年次の科目をすべて２年次のうちに
履修できるわけではありません。上限を超える場合は、３年次に履修してください。




